
吉野川市教育委員会会議録

招集年月日 平成２９年８月２５日
招集の場所 吉野川市役所東館 ３階 ２３１会議室
開閉会日時 開会 平成２９年８月２５日 午前１０時００分
開閉会日時 閉会 平成２９年８月２５日 午前１１時２３分
出席委員 教 育 長 石 川 邦 彦

教育長職務代理者 川 村 徳 子
委 員 上 野 準 二
委 員 鹿児島康江
委 員 谷 田 憲 二
委 員 野 田 賢

出席職員 副 教 育 長 藤野井昭仁 副 教 育 長 伊 藤 昭 仁
教 育 次 長 松 原 勲 教育総務課長 岡 田 一 則
学校教育課長 松 本 和 基 学校再編準備室長 片 山 富 造

報告事項
（１）平成２９年度９月補正予算案について
（２）吉野川市小中連携英語教育研究会

「子ども英語教室・イングリッシュキャンプの実施について」
（３）高越小学校・こども園の竣工について

教育長報告

その他

会議の経過

石川教育長 ただいまから、吉野川市定例教育委員会を開会します。

委員５名が出席されており定足数に達しています。

前回の会議録の承認をお願いします。(前回会議録署名委員承認）

今回の会議録署名委員に、鹿児島康江委員、川村徳子委員を指名。

それでは、議案審議に入ります。

それでは、報告事項第（１）「平成２９年度９月補正予算案について」事務局より説

明をお願いします。

岡田教育総務課長 １Ｐをご覧ください。

平成２９年度９月補正予算案のうち、教育総務課に係る分について、説明させていた

だきます。

幼稚園費へ、３，７１３，０００円を追加する補正です。これは、「山瀬地区認定こ

ども園」の開設に向けて、山瀬幼稚園を解体したことに伴う国への返還金です。山瀬幼

稚園は、平成２４年度に「学校施設環境改善交付金」の交付決定を文部科学省から受け、

大規模改造を行いました。金額として、５，７５９，０００円の国庫補助を受けていま

したが、うち、３，７１２，６２５円について、返還が必要となり、今回、補正を計上

するものです。

松原教育次長 続いて生涯学習課の補正についてです。２Ｐをご覧ください。

３款２項１目の児童福祉総務費、今回の補正額４３，０００千円です。山瀬小学校夜

間照明改修工事費として計上するものです。

この工事につきましては当初、平成２８年度の計画では、平成３０年度の当初予算で
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予算計上を行う予定でしたが、平成３０年度の当初予算で計上しますと、完成が平成３

０年の７月末が工事竣工の予定となり、小学校との協議の中で平成３０年度の２学期か

らしか運動場が使用できず、使用できない状況が長く続くので、できるだけ早く工事を

行ってほしいという要望を受けた形です。今回、平成２９年の９月補正で予算計上して、

平成２９年度内に工事竣工を計画しています。工事内容につきましては既存の照明施設

６基の撤去と、新しく照明７基を設置いたします。照明については、ＬＥＤを採用しま

す。ＬＥＤにすれば当初の投資費用４３，０００千円とかなりの高額な費用になります。

しかしＬＥＤを採用した理由は、当初予算で試算したところ、メタルハライドという照

明とＬＥＤを比較すると、はじめはＬＥＤは費用がかさむが７年後ぐらいに逆転するで

あろうということでＬＥＤにすることとなりました。あと、メタルハライドが平成３０

年の３月末をもって製造中止といわれています。将来的に考え、今回の改修工事ではＬ

ＥＤを採用します。

続きまして１０款５項６目の文化振興費です。

まず、設計委託料として２，０４６千円で、この設計の内容については、芳川顕正生

家解体工事設計が６０３千円、芳川顕正生家跡地整備工事設計が１，４４３千円の設計

の委託料を計上しています。それから、解体前詳細調査業務委託料として５００千円、

これにつきましては解体する際に文化財に指定されていたので、将来的にもどういう建

物であったかを残しておくために解体しながら調査もして設計図を残すような形で考

えています。それから工事請負費は１７，９６２千円です。この内訳は芳川顕正生家解

体工事５，８９７千円と、芳川顕正生家跡地整備工事１２，０６５千円です。整備工事

の内容につきましては、家屋や便所、木柵の解体撤去、敷地内にある樹木の剪定、それ

から敷地内につきましては解体した後、花崗土での整地をするよう計画しています。ま

た、見学者や一時停車のための駐車場を設置することとしています。この駐車場は高越

小学校のスクールバスのルートとなっており、この駐車場を活用して停留所にしてもら

いたいと考えています。以上です。

石川教育長 ただいまの報告事項について、ご質問はございませんか。

ないようですので、次の報告事項に移ります。

（２）『吉野川市小中連携英語教育研究会「子ども英語教室・イングリッシュキャン

プの実施について」』事務局より説明をお願いします。

松本学校教育課長 子ども英語教室は当初の予定どおり７月３１日と８月２日に実施しました。小学生

のイングリッシュキャンプは８月７日と９日の予定でしたが、台風５号の影響で９日と

１０日に予定を変更して実施しました。９日が３１名、１０日が１８名の計４９名が参

加しました。中学校のイングリッシュキャンプは８月２３日、２４日に実施し２４名が

参加しました。子ども英語教室とキャンプの内容につきましては、映像にまとめていま

すのでご覧ください。

【ＤＶＤ視聴】

石川教育長 ただいまの報告事項について、ご質問はございませんか？

委 員 初めての試みということで、中学生・小学生とも活発で本当にやって良かったという

気がします。男子も女子も参加していて、胸をなでおろしました。ＡＬＴの先生方もす

ごく力をいれていただいていて、中心的に役割を担ってくださっていて感謝をしたいと

思います。来年につながる素晴らしい事業で、子ども達にとっても夏休みの良い思い出

になるのではないかなと感じながら、ＤＶＤを見させていただきました。

委 員 子ども達がいきいきと、積極的にお話もしていて、ぜひ来年もしていただきたいと思

います。

委 員 受付をしてから、英語だけで会話するというアイデアで、キャンプの前には自分でも

勉強もするし、良い取り組みだと思います。来年もしていただきたいと思います。
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伊藤副教育長 基本は英語だけで、コミュニケーションを取りましょうと言ってきたのですが、初め

てのこともありますし、日本語での説明も取り入れながら、進めてまいりました。

委 員 それぞれのイングリッシュキャンプに小学校４９名、中学校２４名なんですが、学校

数は何校で、参加校から関係の先生方に見に来られたか、子ども達が学校で報告や働き

かけがあるか、写真やＤＶＤを参加校に反映させるかどうかをお聞かせください。

松本学校教育課長 小学校は人数的にばらつきがあって、非常に多い学校もあったり、実は参加０名のと

ころもあります。先生方は小学校の外国語担当の先生がスタッフとして参加し、英語教

室とキャンプに分かれて担当を持ってくれました。子ども英語教室に参加された先生は

キャンプに参加していないということで、子どもが参加しているけれど、出張等で参加

できない学校もあったのですが、そのような学校は管理職の先生が様子を見に来てくれ

たり、フォローをしてくれたりしていました。

中学校は、英語の先生が同じように、英語教室とキャンプに担当を振り分けてしてく

ださっていましたが、自分の学校の参加人数が予想以上に多かったことから、キャンプ

にも来てくださった先生もいらっしゃいました。

子ども達が感想等を書いてもらったものに、ＡＬＴから返事を書いてもらって、集合

写真を貼付して送り返すようにしています。上浦小学校はＨＰに載せてくれたりもして

いました。できるだけ広報もしていきたいと考えています。

委 員 素晴らしい取り組みですね。地域の方にも協力を得るとすれば、国際交流協会の方に

も参加していただくのもいいかなと思います。

伊藤副教育長 留学生や国際交流協会の活用も今後は考えていかなければいけないと思います。

石川教育長 今回、初めての試みなのですが、基本的には吉野川市小中連携英語教育研究会主催と

いうことで、市教委が主催ではないのです。事業が初めてということと、教育委員会と

してはそれに対する予算付けをしていくということで、学校教育課が３名程度、教育研

究所の研究員もついて、英語教室とキャンプだけではなく、それまでの準備も教育委員

会にＡＬＴが集まってきて、そこでいろいろ相談して作っていくという段階もありまし

た。夏休み中のＡＬＴの活動としても、非常に有意義であったと感じました。今回実施

したことをもとに、来年度よりいっそう充実して、研究会の方にある程度していただけ

るような方向で進めていけたらと思います。これをどれだけ、それぞれの小・中学校に

広めていくか、ということが教育委員会としてもこれからの取り組みかなと思います。

私もちょっとずつ、全て参加させていただいたのですが、中学生２年生、３年生にな

ると書き取りをせず、受け答えできていたので、すごいなと思いました。本来のねらい

はそこにあるので、それが教室の中でできるようになると、実践力がついていくのでは

ないかなと思います。それが１つの目標として取り組んでいきたいと考えていますの

で、よろしくお願いしたいと思います

他にご意見はないでしょうか。ないようですので、次の報告事項に移ります。

（３）「高越小学校・こども園の竣工について」事務局より説明をお願いします。

片山学校再編準備室長 竣工に先立ちまして、８月１０日、午前９時から定礎式ということで、玄関に定礎の

石を入れる式を行いました。市長、副市長、教育長、副教育長、市民部長等に参加して

いただいて、参加者の方に視察していただきました。そして８月１５日、午後３時に竣

工引き渡しを受けました。一旦校舎のほうは完成ということで、教育委員会で管理して

いきます。１６日から養生を行い、１７日・１８日と備品が入りました。２０日には、

校舎の中に残っているものを保護者や子ども達が運びました。まだ段ボールは残ってい

ますが、ある程度教室らしくなってきています。作業後に、スクールバスの運行につい

ての説明も行いました。２８日の始業式に航空写真を４校で撮影しますので、その説明

も行いました。

今後の大まかなスケジュールは山川南保育所、校舎・体育館の解体を９月から始まる
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ことになります。解体に際し、体育館と南校舎、北校舎を３業者で解体しますので、合

同の地域説明会を８月３１日に行う予定で現在進めています。３月にはグラウンドもで

きて、４月からの開校・開園に向けて準備を進めてまいります。報告は以上です。

石川教育長 このことについて、ご質問・ご意見はございませんか。

ないようですので、教育長報告を行います。

８月４日、徳島駅伝の吉野川市選手団の合宿を例年のように大山で行いました。予定

では４日から６日までの３日間の予定だったんですが、台風５号の影響を考え、今年度

は４日５日の１泊２日で実施しました。いよいよ二学期の始業式ということで夏休み終

了となります。夏休み期間中ですが、子どもの事故が少しありました。全体的には落ち

着いた夏休みだったと思います。二学期もまたたいへん忙しくなるかと思いますが、各

学校で子ども達が元気に活動できるように尽力していきます。以上です。

それでは「その他」について、説明をお願いします。

松原教育次長 麻植協同病院跡地で設計を行っていますアリーナ、図書館等の基本設計がほぼ出来上

がりました。今後、実施設計に移っていくのですが、最終的な案ということで、本日こ

のＡ４の図面を付けさせていただいております。上側が北側になります。

徳島銀行の隣にあるのが、前の北館を利用した交流センターになります。それから、

つどい庭を通って縦長に配置されてる建物がメインアリーナで、その西側にサブアリー

ナ、こちら側に体育館を計画しています。まずアリーナの件ですが、メインアリーナと

してバスケットコートが２面配置されます。そしてサブアリーナはバレーボールコート

が１面取れるよう計画しています。それとトレーニング室も備えております。１階のレ

イアウトですが、駐車場が東側と西側に約１１５台程度計画しています。

続いてアリーナの２階部分になります。それについては観客席になります。７５６席

確保できるよう計画しています。

続いて、北館を利用した１階の平面図です。主に社会福祉教育会の事務室、それから

西側にはサテライトオフィスが２部屋入るよう計画しています。南側にスポーツクラブ

事務室とありますが、地域総合型のスポーツクラブがここに入ります。２階については

ほぼ会議室です。大会議室がステージを備えた形で西側に配置し、小会議室が全部で９

部屋、中会議室と調理室を設けています。それから一番西側には災害に備えて備蓄倉庫

として考えています。交流棟の３階が図書館となります。図書館には、開架スペース、

学習室、中高生コーナー、ブラウジングコーナー、児童コーナー、読み聞かせコーナー

を配置しています。

交流棟の４階には、子育て支援センターということで、遊戯室・体育室等を配置して

います。

このような形で、基本設計がほぼ終わり、実施設計に入ってから変更等も出てくると

思います。途中経過については随時、定例教育委員会で報告したいと考えています。

石川教育長 よろしいでしょうか。

ほかにございませんか。ないようですので、次回の定例教育委員会の日程について、

お願いします。

岡田教育総務課長 次回の定例教育委員会の日程について、９月２５日（月）午後２時００分からの開催

とさせていただきたいと思いますが、いかがでしょうか。

一同 異議なし。

岡田教育総務課長 それでは、次回の定例教育委員会は、９月２５日（月）午後２時００分から開催させ

ていただきます。

石川教育長 他に何かありますか。ないようですので、以上を持ちまして、吉野川市定例教育委員

会を終了いたします。
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